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ライランダー氏族、飛行船の新たなルートを検討中 
 
ストームホーム発：ライランダー氏族の指導者が、挑戦的な飛空船離着陸塔の建築を承認すれば、飛行船を使う旅行者はまもな

く、スタリラスクール、シギルスター、アダーポート、ケス、ゼンドリック大陸の海岸沿いにあるストームリーチなど、さまざま

な場所へ移動できることになるでしょう。一族の有力な後継者と目されているヤリック・ド＝ライランダー卿が、「飛行船離着陸塔

の建造についてそれぞれの地方の指導者と交渉を続けてきた」との情報を交渉に詳しい関係者が話してくれました。 
 
飛行船のルートの拡大の是非についてライランダー氏族は、ヤリック・ド＝ライランダー卿の交渉は「氏族内部の問題である」

として議論を拒絶しました。ヤリック・ド＝ライランダー卿は飛空船「ライランダー・リヴァー・オヴ・スターズ」号に乗り組ん

で旅行していましたが、明日シャーンを出発する予定です。 
 
ライランダー氏族の飛空船は現在、コーヴェア大陸の首都と巨大都市の大部分を結んでいます。その他の場所を目的地にする場

合、途方もない金額を支払ってチャーターしなければならず、チャーターされた飛空船の船長も間に合わせで作った係留設備を利

用しなくてはなりません。例えば、ストームリーチへとチャーターされた飛空船は、市の南にある灯台に係留されることが多いよ

うです。 
 
その他には、現在標準として使われている全長３００フィートが小さく思えるという、噂の超巨大飛空船の就航も同時に計画さ

れているのかどうかと言う点が、解決されない疑問として残されています。ズィラーゴの飛空船の設計者は、最終戦争末期からエ

レメンタルを束縛する技術を使い続けている経験から、そのような巨大な飛空船を浮遊させるのに十分な浮力を得ることは可能だ

と語りました。 
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